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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第105期
第２四半期
連結累計期間

第105期 
第２四半期 
連結会計期間

第104期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日 
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 15,724,805 7,907,726 32,432,446

経常利益 (千円) 893,174 273,860 2,106,644

四半期(当期)純利益 (千円) 577,486 200,733 1,320,362

純資産額 (千円) ― 11,919,732 11,362,398

総資産額 (千円) ― 21,649,632 21,667,543

１株当たり純資産額 (円) ― 793.94 759.69

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 40.14 13.95 91.76

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 52.8 50.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,500,311 ― 1,091,798

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △469,494 ― △1,628,558

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △535,528 ― 458,504

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,263,380 768,084

従業員数 (名) ― 803 745

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　平成20年９月30日現在

従業員数(名)
803　
(197)

(注) １　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

なお、臨時従業員にはパートタイマー、嘱託契約の従業員及び派遣社員を含めております。

　

(2) 提出会社の状況

　平成20年９月30日現在

従業員数(名)
584
(188)

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含んでおります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。

なお、臨時従業員にはパートタイマー、嘱託契約の従業員及び派遣社員を含めております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。

会社所在地 生産高(千円)

日本 7,285,411

中国 444,003

合計 7,729,415

(注) １　金額は販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績は、次のとおりであります。

会社所在地 受注高(千円) 受注残高(千円)

日本 7,653,826 15,045,000

中国 482,899 900,000

合計 8,136,726 15,945,000

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。

（a）部門別

部門 販売高(千円)

熱交換器部門 5,913,279

車体部品部門 1,994,446

合計 7,907,726

（b）仕向地別

仕向地 販売高(千円)

日本 6,931,952

中国 248,361

その他 727,412

合計 7,907,726

(注) １　当第２四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先
当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

いすゞ自動車株式会社 3,652,22546.2

日産ディーゼル工業株式会社 889,289 11.2

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

  (1)経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間の売上高は79億７百万円となりました。これは当社グループがディーゼル

エンジンの排ガス規制に対応するＥＧＲクーラー、ラジエーターならびにインタークーラー等の熱交換

器の売上維持・拡大に全力で取り組んだ結果であります。

利益面におきましては、原材料価格の高騰等によるコストアップを抑制するために、全社的な原価低

減活動を強力に推し進めるとともに経費の削減に取り組んだ結果、営業利益は２億66百万円、経常利益

は２億73百万円、四半期純利益は２億円となりました。

　

　　所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　　　a．日本

　　　　 ・売上高（セグメント間の内部売上高を含む）76億97百万円

　　　　 ・営業利益　　　　　　　　　　　　　　　　１億54百万円

　　　b．中国

　　　　 ・売上高（セグメント間の内部売上高を含む）９億80百万円

　　　　 ・営業利益　　　　　　　　　　　　　　　　１億46百万円

　

　(2)財政状態の分析

 （資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、216億49百万円と前連結会計年度末に比べ17百万円

の減少となりました。

また、流動資産は133億63百万円と前連結会計年度末に比べ１億44百万円の増加となり、固定資産は82

億85百万円と前連結会計年度末に比べ１億62百万円の減少となりました。

流動資産増加の主な要因は、流動資産「その他」に含まれているキャッシュマネージメントシステム

に対する預け金の増加６億２百万円、棚卸資産の増加１億34百万円、繰延税金資産の増加80百万円、受取

手形及び売掛金の減少７億33百万円等によるものです。

　固定資産減少の主な要因は、株価急落等による投資有価証券の減少１億65百万円、及び有形固定資産の

減少69百万円等によるものです。

　

 （負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は、97億29百万円と前連結会計年度末に比べ５億75百万円

の減少となりました。

また、流動負債は95億89百万円と前連結会計年度末に比べ５億93百万円の減少となり、固定負債は１

億40百万円と前連結会計年度末に比べ18百万円の増加となりました。

流動負債減少の主な要因は、資金効率の改善等により当社が前連結会計年度末に計上したキャッシュ

マネージメントシステムからの短期借入金５億44百万円を返済したこと等によるものです。

　

 （純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、119億19百万円と前連結会計年度末に比べ５億57百

万円の増加となりました。

増加の主な要因は、四半期純利益（累計期間）５億77百万円の計上により利益剰余金が増加したこと

等によるものです。
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　(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期

連結会計期間末に比べ１億27百万円増加し、12億63百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。

　

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、３億54百万円となりました。

これは主に税金等調整前四半期純利益２億75百万円に加え、減価償却費３億63百万円等の非資金項目

ならびに売上債権の減少４億17百万円等による収入に対し、仕入債務の減少５億41百万円及び棚卸資産

の増加40百万円等の支払いによるものです。

　

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、有形固定資産の取得による支出等で２億31百万円となりました。

　

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、短期借入金の減少による支出で48百万円となりました。

　

　(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

　(5)研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は65百万円であります。

　

　(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

今後の世界経済は、米国や欧州を中心とした景気後退等により当面停滞を続けるものと思われます。

当社グループの主要市場でありますトラック業界及び産業・建設機械業界につきましても、国内市

場、米国市場及び欧州市場の低迷等から、販売面では引き続き厳しい状況が続くものと予測され、また、

コスト面につきましても原材料価格の高止まり等の影響により厳しい状況が続くものと思われます。 

当社グループといたしましては、このような厳しい状況下ではありますが、グループ全体で更なる原

価低減活動を推し進め、業績の維持・向上に努めてまいる所存であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 43,200,000

計 43,200,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)

提出日現在発行数(株)
上場金融商品取引所名

又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容
(平成20年９月30日) (平成20年11月14日)

普通株式 14,400,000 14,400,000
東京証券取引所
（市場第二部）

―

計 14,400,000 14,400,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

発行済株式
総数残高

資本金増減額 資本金残高
資本準備金
増減額

資本準備金
残高

(株) (株) (千円) (千円) (千円) (千円)

　平成20年７月１日～
　平成20年９月30日

― 14,400,000― 1,317,600― 778,300
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 発行済株式

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(千株)

カルソニックカンセイ株式会社 埼玉県さいたま市北区日進町２丁目１９１７ 5,770 40.06

いすゞ自動車株式会社 東京都品川区南大井６丁目２６－１ 675 4.68

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目１１－３ 657 4.56

ユービーエスエージーロンドン
アカウントアイピービーセグリ
ゲイテッドクライアントアカウ
ント(常任代理人　シティバンク
銀行株式会社)

東京都品川区東品川２丁目３番１４号 525 3.64

山崎金属産業株式会社 東京都千代田区岩本町１丁目８－１１ 525 3.64

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８－１１ 506 3.51

佐藤商事株式会社 東京都中央区八丁堀１丁目１３－１０ 501 3.47

ビーエヌピーパリバセキユリテ
イーズサービスルクセンブルグ
ジヤスデツクセキユリテイーズ
（常任代理人　香港上海銀行東京
支店）

東京都中央区日本橋３丁目１１－１ 409 2.84

株式会社みずほコーポレート銀
行（常任代理人　資産管理サービ
ス信託銀行株式会社）

東京都中央区晴海１丁目８番１２号
晴海アイランドトリトンスクエアオフィスタ
ワーＺ棟

300 2.08

日新火災海上保険株式会社
東京都千代田区神田駿河台２丁目３
資産運用部管理グループ気付

300 2.08

計 ― 10,169 70.62

(注)　　フォルティス・インベストメンツ・ジャパン株式会社から平成20年10月７日付で関東財務局長に提出された大

量保有変更報告書により、平成20年９月30日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当

社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記「大株主の状況」

では考慮しておりません。

　なお、その大量保有変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数 発行済株式

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(千株)

フォルティス・インベストメンツ
・ジャパン株式会社

 東京都港区東新橋１－９－２
 汐留住友ビル

777 5.40
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 11,400 

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,386,500143,865 ―

単元未満株式 普通株式 2,100 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 14,400,000― ―

総株主の議決権 ― 143,865 ―

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所

自己名義
所有株式数

他人名義
所有株式数

所有株式数
の合計

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)(株) (株) (株)

（自己保有株式）
東京ラヂエーター製造㈱

藤沢市遠藤2002番地１ 11,400 ― 11,400 0.08

計 ― 11,400 ― 11,400 0.08

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年

     

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 468 465 419 358 355 335

最低(円) 305 390 350 279 291 282

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結

累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第１項

第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 660,616 768,084

受取手形及び売掛金 ※
 9,038,419

※
 9,771,560

商品及び製品 594,715 460,140

仕掛品 339,910 381,740

原材料及び貯蔵品 946,265 904,632

繰延税金資産 465,405 384,479

その他 1,321,018 551,436

貸倒引当金 △2,500 △2,500

流動資産合計 13,363,850 13,219,574

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,213,972 4,184,812

減価償却累計額 △2,120,778 △2,055,350

建物及び構築物（純額） 2,093,194 2,129,462

機械装置及び運搬具 11,231,246 11,010,334

減価償却累計額 △8,200,846 △7,960,252

機械装置及び運搬具（純額） 3,030,399 3,050,082

工具、器具及び備品 4,936,563 5,751,869

減価償却累計額 △4,167,157 △4,861,588

工具、器具及び備品（純額） 769,406 890,280

土地 1,268,890 1,268,890

建設仮勘定 319,366 212,435

有形固定資産合計 7,481,258 7,551,152

無形固定資産 75,663 73,498

投資その他の資産

投資有価証券 424,779 589,895

繰延税金資産 233,963 100,922

前払年金費用 5,955 48,629

その他 66,362 86,070

貸倒引当金 △2,200 △2,200

投資その他の資産合計 728,860 823,317

固定資産合計 8,285,782 8,447,968

資産合計 21,649,632 21,667,543
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,686,393 6,990,017

短期借入金 355,301 845,081

未払費用 1,216,852 1,071,795

未払法人税等 301,160 342,651

製品保証引当金 59,171 59,095

設備関係支払手形 368,506 353,385

その他 602,018 521,152

流動負債合計 9,589,405 10,183,178

固定負債

退職給付引当金 30,859 26,031

役員退職慰労引当金 109,548 95,847

その他 87 87

固定負債合計 140,495 121,966

負債合計 9,729,900 10,305,145

純資産の部

株主資本

資本金 1,317,600 1,317,600

資本剰余金 778,300 778,300

利益剰余金 8,963,132 8,428,811

自己株式 △4,257 △4,257

株主資本合計 11,054,775 10,520,454

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 198,506 236,120

為替換算調整勘定 170,389 174,208

評価・換算差額等合計 368,896 410,328

少数株主持分 496,060 431,614

純資産合計 11,919,732 11,362,398

負債純資産合計 21,649,632 21,667,543
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 (2)【四半期連結損益計算書】
　【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 15,724,805

売上原価 13,439,965

売上総利益 2,284,839

販売費及び一般管理費 ※
 1,393,162

営業利益 891,677

営業外収益

受取利息 3,017

受取配当金 7,685

受取賃貸料 2,873

受取手数料 6,651

その他 8,660

営業外収益合計 28,887

営業外費用

支払利息 3,594

為替差損 20,890

その他 2,906

営業外費用合計 27,391

経常利益 893,174

特別利益

固定資産売却益 2,358

特別利益合計 2,358

特別損失

固定資産除却損 16,813

特別損失合計 16,813

税金等調整前四半期純利益 878,719

法人税、住民税及び事業税 314,775

法人税等調整額 △79,093

法人税等合計 235,681

少数株主利益 65,551

四半期純利益 577,486
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　【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 7,907,726

売上原価 6,733,035

売上総利益 1,174,690

販売費及び一般管理費 ※
 908,047

営業利益 266,643

営業外収益

受取利息 2,090

受取配当金 2,747

受取賃貸料 1,424

受取手数料 3,489

その他 6,236

営業外収益合計 15,987

営業外費用

支払利息 2,286

為替差損 5,332

その他 1,151

営業外費用合計 8,770

経常利益 273,860

特別利益

固定資産売却益 2,358

特別利益合計 2,358

特別損失

固定資産除却損 1,059

特別損失合計 1,059

税金等調整前四半期純利益 275,159

法人税、住民税及び事業税 248,765

法人税等調整額 △204,600

法人税等合計 44,165

少数株主利益 30,260

四半期純利益 200,733
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 878,719

減価償却費 721,622

引当金の増減額（△は減少） 18,605

受取利息及び受取配当金 △10,702

支払利息 3,594

為替差損益（△は益） 2,830

有形固定資産売却損益（△は益） △2,358

固定資産除却損 16,813

売上債権の増減額（△は増加） 729,642

たな卸資産の増減額（△は増加） △135,378

販売用プレス金型の増減額（△は増加） △109,831

前払年金費用の増減額（△は増加） 42,674

仕入債務の増減額（△は減少） △299,109

未払費用の増減額（△は減少） 145,654

未払消費税等の増減額（△は減少） 6,131

その他 △158,329

小計 1,850,579

利息及び配当金の受取額 10,373

利息の支払額 △4,140

法人税等の支払額 △356,501

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,500,311

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △462,384

有形固定資産の売却による収入 5,976

無形固定資産の取得による支出 △5,711

投資有価証券の取得による支出 △7,371

その他 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △469,494

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △492,363

配当金の支払額 △43,165

財務活動によるキャッシュ・フロー △535,528

現金及び現金同等物に係る換算差額 7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 495,295

現金及び現金同等物の期首残高 768,084

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,263,380
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日
  至　平成20年９月30日)

会計処理の原則及び手続きの変更

(1)棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりましたが、

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号　平成18年７月５日)が

適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法)により算定しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ19,998

千円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 

(2)「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第18号 平成18年

５月17日)を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　なお、これによる四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末 前連結会計年度末

(平成20年９月30日) (平成20年３月31日)

※　受取手形裏書譲渡高 34,357千円※　受取手形裏書譲渡高 26,915千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年９月30日）

※

　
販売費及び一般管理費

　販売費に属する費用と一般管理費に属する費用の主

要な費目及び金額は次のとおりであります。

製品無償補修費

退職給付費用

役員退職慰労引当金繰入額

製品保証引当金繰入額

360,666千円

19,862千円

14,150千円

76千円

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間

（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

※ 販売費及び一般管理費

　販売費に属する費用と一般管理費に属する費用の主

要な費目及び金額は次のとおりであります。

製品無償補修費

退職給付費用

役員退職慰労引当金繰入額

製品保証引当金戻入額

360,666千円

10,070千円

7,252千円

△937千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日
  至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　 　　　(平成20年９月30日現在)

現金及び預金勘定 660,616千円

流動資産 その他（預け金） 602,764千円

現金及び現金同等物 1,263,380千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 14,400,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 11,466

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

１株当たり
配当額 基準日 効力発生日

(千円) (円)

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 43,165 3.00平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第２四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当

の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

１株当たり
配当額 基準日 効力発生日

（千円） (円)

平成20年11月７日
取締役会

普通株式 利益剰余金 43,165 3.00平成20年９月30日 平成20年12月９日

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計

期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　
　当社及び連結子会社の事業は、製造業ならびにこれらの付帯業務の単一事業であります。当該事業以外

に事業の種類がないため該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　
日本 中国 計 消去又は全社 連結
(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

7,507,826399,8997,907,726 ― 7,907,726

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

189,645580,117769,762(769,762) ―

計 7,697,471980,0168,677,488(769,762)7,907,726

営業利益 154,490146,383300,873(34,230)266,643

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

２　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を第１四半期連結会計期間

から適用し、評価基準については、主として総平均法による原価法から主として総平均法による原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　
日本 中国 計 消去又は全社 連結
(千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

14,947,837776,96815,724,805 ― 15,724,805

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

386,2761,154,7951,541,072(1,541,072)―

計 15,334,1141,931,76317,265,878(1,541,072)15,724,805

営業利益 557,796345,255903,051(11,374)891,677

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

２　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を第１四半期連結会計期間

から適用し、評価基準については、主として総平均法による原価法から主として総平均法による原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の日本の営業利益は19,998千円減

少しております。
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

中国 その他 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 248,361 727,412 975,773

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 7,907,726

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

3.1 9.2 12.3

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。 

２　中国を除く本邦以外のそれぞれの国又は地域における売上高は、連結売上高の10％未満であるため「その

　　他」で表示しております。ただし、中国につきましては当社にとって重要性が増しているため記載してお

　　ります。 

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　

中国 その他 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 446,8421,553,7092,000,552

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 15,724,805

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

2.8 9.9 12.7

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。

２　中国を除く本邦以外のそれぞれの国又は地域における売上高は、連結売上高の10％未満であるため「その

　　他」で表示しております。ただし、中国につきましては当社にとって重要性が増しているため記載してお

　　ります。

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第２四半期連結会計期間末 前連結会計年度末

(平成20年９月30日) (平成20年３月31日)

793.94円 759.69円

　

(注)１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期 
連結会計期間末

前連結会計年度末

（平成20年９月30日） （平成20年３月31日）

純資産の部の合計額 （千円） 11,919,732 11,362,398

普通株式に係る純資産額 （千円） 11,423,672 10,930,783

差額の主な内訳

　少数株主持分 （千円） 496,060 431,614

普通株式の発行済株式数 （株） 14,400,000 14,400,000

普通株式の自己株式数 （株） 11,466 11,466

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数 （株） 14,388,534 14,388,534

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益
 

40.14円
 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益 （千円） 577,486

普通株式に係る四半期純利益 （千円） 577,486

普通株主に帰属しない金額 （千円） ―

普通株式の期中平均株式数 （株） 14,388,534

　

EDINET提出書類

東京ラヂエーター製造株式会社(E02158)

四半期報告書

22/25



第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間

(自　平成20年７月１日
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益
 

13.95円
 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間

(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益 （千円） 200,733

普通株式に係る四半期純利益 （千円） 200,733

普通株主に帰属しない金額 （千円） 　―

普通株式の期中平均株式数 （株） 14,388,534

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

第105期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年11月７日開催の

取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対

し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　中間配当金の総額 43,165千円

②　１株当たりの中間配当金 ３円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成20年12月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月13日

東京ラヂエーター製造株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　吉　野　保　則　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　金　子　裕　子　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　真　鍋　朝　彦　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東京

ラヂエーター製造株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結

会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日か

ら平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京ラヂエーター製造株式会社及び連結子会

社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結

累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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